
平成20年7月 既存化学物質点検（分解・蓄積）結果資料 く第77回審査部会〉  

物質名  
分配係数  

後続の試験案  
K番号  （CASNo．）［PRTR番号］  分解度（％）  

（logPow）   
濃縮倍率   

判定結果  
（試験の種類，  

官報公示整理番号  
（）内は既判定  

試験物質）   

ジナトt」ウム＝2－（6－オキシドー3－オキソー3〃－キ  
サンテンー9－イル）一ベンゾアート  BOD：－2，0，1（0）■t TOC：0 
4 

㌃メ£a  
，1，1（0）  であるため測  

1825    16  
難分解性  

HPLC：1，1，1（1）   定不可   商港縮性では   なし   1  

開始前2．94％  ない   
Na。 －0．67＊2   

［（2－メチルフエノキシ）メチル］オキシラン   BOD：－3．－3，－2（0）■l   
（2210－79－9）   TOC：2，3，1（2）  2．28   

3▼0574  蟄 HPLC：91，91．90（90）  （フラスコ振  難分解性  

1827  被験物質の大部分が加水分解  分配係数から類推  商港縮性では  なし   

0－CH2－CCH2  して、3－（2－メチルフエノキ  

シト1，2－プロパンジオールを  2．16◆2   
ない  

年成†∴碓‡碧†．ケ▲  

1〃－インデン  

（95－13－6）   BOD：－6，－6，－4（0）り  3．02 （フラスコ振  
4‾0580  HPLC： 0，1，1（1）  とう法）  分配係数から類推   

難分解性  

1828  高濃縮性では   なし   クグl㌔      ヽさ、  
3．25●2  

ない   

4一アミノー2－クロロトルエンー5－スルホン酸ナトリウ  
ム   審議済（難分解性）  1区：く3倍   

（662ト59－4）  
2区：く24倍  

BOD：0，0，2（1）  
（難分解性）   

143B  Ct  （平成19年10月26日）  HPLC：－2，－1，－1（0）  脂質含有率  
高濃縮性では   なし   

開始前8．2％  ない   

Na03S  終了後7．0％  

ロロトルエン  
審議済（難分解性）  l区：1190倍  

3  

c・  

（平成19年10月26日）   2区：1160倍   
3－0078   BOD・ 0 0 （0）  

（難分解性）   

1201C   GC：－2，一5（0）  3．83■2  商港縮性では   なし   

Closedbottle法  開始前5．6％  ない   

Cl  終了後6．0％  

3，4一ジクロロトルエン  

（95－75－0）  
審議済（難分解性）  1区：1100倍  

C－ゝ＋メCH3  （平成19年10月26日）  2区：866倍  
3‾0078  BOD：0，0（0）  

（難分解性）  

1201D  GC：一3，1（1）   3．83＊2    脂質含有率  高濃縮性では  なし   

Cl   
Closedbottle法  開始前 6．1％  ない  

終了後 6．6％  



物質名  
K番号  （CASNo．）［PRTR番号］   分配係数   後続の試験案  

分解度（％）  

官報公示整理番号  
（logPow）  濃縮倍率   

判定結果  
（試験の種類，‘  

0内は既判定   
試験物質）   

2，6－ジーとerと－プチルー4－5eC－プチルフェノール  
（17540－75－9）   審議済（難分解性）   

3－0540  （平成18年7月21日）  1区：32000倍  

BOD：－1，－1，－1（0）＊1  2区：33000倍  

1760  HPLC：3，2，1（2）  6．43＊2    脂質含有率  （難分解性）  

高濃縮性   
なし   18  ？＝30H？＝3  “ユC‾∑。3；一訂H3   和■l耶  

被験物質の一部が試験液から  
開始前4．16％  
終了後5．34％  

H3CノCqcH2CH3  炭酸ガス吸収剤に移行した。   

＊1分解度の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。   
＊2 Kowwinvl．67SRC7－LOGKOWfbrMicrosoRWindowsによる計算値  

＊3 フラスコ振とう法による予備値   



整理番号 K－1825  （5－673、5－1416）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

ジナトリウム＝2一（6－オキシドー3－オキツー3〟－キサンテンー9－イルトベン  年  月  日  契 約  年  月  日  
ゾアート【別名アシッドエローー73】  

（518t47－8） 試験期間  19．10．3～20．2．■1    拭験期間  試験期間   

構造式（示性式）・物理化学的性状 
試験装置  ㊧・挿  試験装置  揺 ・、挿  試験装置  採 ・ 挿  

＝；－＿ 0  も」。N。  
古式  放  浪  度  試  験  浪  度  試  験  濃  度  

被験物質 100ng／L  披験物質  mg／L  披験物質  mg／L   

汚  泥  30耶／L  汚  泥  皿g／L  汚  泥  mg／L  

本試験期間  4 週間    木方式験期間  週間    本試験期間  週間  

Na。 
間  間  

分子式C20HlONa205 分子量376．27                                                               試  葬式  拭  

純 度●192．1％   外 観  橙色粉末  験 絵  
験  験  

不純物■1（物賀名，含有率）  溶解度（対水，その他）  呆  
結  
果  

残り7．9％は不明  対水  300g／L以上（20℃）  接   按  接  

（フラスコ法）  

対メタノール10g／L以上  

審査部金  策 77 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回   

1●－オクタノール／水分配係数  
融点 化）  20年 7月25日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

有機物質の塩であるため 

沸点 弓装罷化）  測定不可  判 定  判 定  判い定   

3・18×10‾SPa以下   加水分解性   備考  備 考  備 考   
蒸気圧   （気体流動法，80℃）  

p】軋7．9加水分癖性なし  1．回収率  
密 度   （水＋披験物質）系98．4％  

LD50   解離定数  （汚泥＋披験物質）系99．0％  

有機物質の塩であるため 
IRチャート甲有無 ㊨・無   測定不可  2∴実施機関  

・財団法人化学物質評価研究機構  
用 途   

3．特記事項  
生産量●2（16年） 未公表   ・分解度の平均値が負の値に算出  

試 料  購入先 東京化成工業   
されたため、0と表記した．  

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

霊IHPLCによる。 12・化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。   



濃縮度試験  事業対象年度  平成19年度  浪節度試験  寿 性 拭 験   

試験期間  19．10，1～20． 2． 7            試験期間  －  年 月 日   
依  

試験装眉㊥・挿ILC50値〉200血几（96hr）魚種（ヒメダカ）            試験装置標・挿l血○億  mg／L（br）魚種（ ）   

水槽設定濃度 血g／Ll  水槽設定濃度（ ）  
癒  

分 散 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第1洩度区   0．46  第1漁度区  

第2濃度区   0．048  第2浪度区  

■第3濃度区  第3濃度区  

、結倍率 脂質含有率魚種（コイ）            濃給倍率  脂質含有率  芸魚種（｝  

6日後   9日後  13日後   21日後   28日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（Ⅷg／L）   0．462   0．459  0．459   0．那0   0．482   水槽濃度（）  
第  第  

口                   口                   倍  率   ≦0．27   ≦0．27  ≦0．27   ≦0．27   ≦0．27  倍  率  

水措濃度（mg几）   0．0459   0．0457  0．0461   0．0457   0．0460  
第  第  

田                   田   倍  率  
水持濃度（）  水槽濃度（）  

第  第  

巴  田  

審査部会 審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

【ばく酬剛叱おける浪離率】第1濃度区0．2T倍以下   

第2濃度区，2．7倍以下  

【回収劉 ［定量下限浪度】  

試験水鍾100％ 試験水第1濃度区＝邦／L   

第2浪度区1．1llg／L  

供試魚93．8％ 供試魚 1餌ng／g  

（実務機剛財団法人化学物質評価研究機構  

※試験液を直接分析機器に導入。  

2   



K－1825の類似物質表  

化合物名  
官報公示  分解   LC印  濃締  

（CAS番号）   
構 整理番号  分解度（％）  判定  mg／L  浪縮倍率  判定  

（K一番号）  く年）   （年）   

3．3－ビス（クージメチル  ）N N  
1？99年実施  

ア～ノフェニル〉－6－ジ   
標準（4Ⅳ）1997年実施   

5－0129  

メチルアミノフクリド  
（1652－42一け  （lト1338）  80D  O，0，0（0）   （1997）   

棚牡  1999年実施  〉80 0   1区（50囲／L〉：500～ユ300  高批   （1999）   

： 脂質含有率 4，1％  

2－（3－ジュチ／レイミニ  （CHICH】llN  ト】■tCll】CH】）l   標準（4W）1987年実施   1987年実施   

オー6－ジュチルアミノー   ・C卜  5－1973  
1、‾、  

離分如拙  1987年実施  3台，9  
満濃範性  

5－4056  ではない  

ノ巧虫邑香酸岩クロリド   O  （K－847）   

， 

（1987）   

（3375－25－5）   ⅤISく565nm）8，8，6（7）  脂質官有率 3．9％   

3■．6，エビス（ジエチル  亨Il井目l ？HICH）  

アミノ）－スビロ【イソ  Hユ叫C㌦   N、叫叫   
標準（41り2005年実施  

ペンソフヲンー1（3月）．  5－3090．  

9■－［9周キサンテント  （X－1762）  （2006）   

3－オン  

（509－34－2）  

llPLFl，1，、1（1）   

ジナトリウム＝2－（6－  
2008年実施  

オキンドー3－オキソ「   

ON8   

標準（4咄2008年実施  定常状態における股純情率  

3〟－キサンテンー9－  
5－1416   BOp－2，0，1（0）＊l  〉200    1区（0．46mlg／L）；≦0．27  

イ／り－ベンゾアート   
（K－182早）■  TOC  O，1，1（1）  測定不可  

（518－47－8）   NnO  HPLC l‘1，1（1）  
脂齢有率毘≡：   

2005年実施  
3－（〟－シクロヘキシ  

ルー〃－メチルアミノ）－  
定常状態における潮倍率 10 

6－メチルー7一丁ニリ  0．  5－3631  壊準（4W）2003年実施 
刺出動牲   

叫 
ノフルオラン  

巾l  

8．60■2  〉15．0    1区（囲／L）：2400   ではない  

（2005）  

（65250－84－5）  
脂飴有率毘…：……   

＊1分解度の平均値が負の催に算出されたため、0と表記した；  ＊2 KowIYin vlご67による計射直。  

‥・3   



整理番号 K－1827  （3－0574）  分 解 庄 吉式 験  分 解 虔 試 験  分 解 塵 紙 験   

【（Z－メチルアエノキ㌢）メチル】オキシラン  重美対象年度 平成19年度    契 約  年  月  日  契 約  車 月  日   

ほ210－79－9）  紺朋 19．11．7～20．3．6．    書式教期間 ～  試験期間  

拭験装置  ㊧・挿  試験装置  標・挿  試験装置  棲・挿   

構造式（示性式）・物理化学的牲状  拭  験  濃  度 試  験 濃  度  試  験  濾・ 度  

§ 

披験物質 100mg／L  披験物質  mg／L  披験物質  mg／L  

汚  泥  30皿g／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  Ⅶg／L  

0一関2rCH2  本試験期間  4 週間    本吉式験期間  週間    本拭験期間  週間  

H 聞  間  

分子式ClOH1202 分子量164．20  試  王式  古式  
授  

純 度■192．4％   外 観  無色透明液体  験 結  
験  

直  
結  

結  
不純物り（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  果  果  

残り7．6削ま不明  対水  門5n〆L（20℃〉  捷   接  接  

対アセトニトリル10g／L以上  

秦査部会  第 77 回  審査部会 第  回  審査部会  第  回   

は‾100～  1－オクタノール／水分配係数  
融点  

20年．7月25日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

測定不可   
logPov＝2．28  

沸点   （210℃以上で変化）  （フラスコ振とう法ト  判 定  判 定  判 定   

蒸気圧  8．15×‘10‾lPaほ0℃）  加水分解性   備考  ・被験物質は試験液中で加水分解し、被験物質の残留率は9－川％で、  

1．回収率※  3－（2－メチルフエノキシト1．2－プロパンジオール偶方，logK叩＝   
密 度  （水＋被験物質）系100％   1．41り）が生成し、（汚泥＋披験物質）系で78～82％残留した。（汚   

LD50   解離定数   （汚泥＋破顔物賀）系100％  泥＋被験物質）系では構造不明の変化物Aが2％生成し、残留した。  
と   

IRチャートの有無 ㊨・無  ※紬液を直接分析機靴弧 二妄  及び2’－○  
用 途◆2 合成樹脂、脱水剤、乾燥剤   

生産孟－2（16年）製造及び輸入10．000～100，qOOt●未満   

試 料 購入先 

経済産業公報発表年月巳  年  月  日   址▲幼魚  

lIAldrich Che皿ical添付資料による。 ‡Z 化学物質の製造・輸入急に関する実態調査による。 暮3 Kowwin vl．67による計算値。  

4   



濃縮度試験  事業対象年度  平成19年度  濃縮度試験契約  年  月  日  毒 性 試 験   

試験期間  19． 9．20 ～19．11．1            試験期間 ～  
年 月 日   

依  
試験装置梼・挿LC5柑  mg′L（hr）魚種（  試験装置標・揮c50値  mg／L（hr）鯛（ ）   

水槽設定浪度（）  水槽設定洩度 －（ ）  
頼  

′  
分 散 剤  分 散 剤  

被験物質  披験物質  経過  

第1濃度区  第1洩度区  

第2濃度区  第2淵度区  

第3漉度区  第3過度区  

濃緑倍率  脂質含有媚学芸 芸魚種（－            浪縮倍率  脂質含有率・魚種（）  

日後   日後  日後   日後   日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（）  水槽濃度（）  
第  

第 口  口  

水槽濃度（）  
第  

田  

水槽濃度（）  
第  

田  

審査部会 第 77、回 20年  7月 25日 開催  審査部会・第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から類推  

撰施機関］財団法人化学物質評価研究機構  

5
 
 
 



K－1827の類似物質表  

化合物名  
官報公示  分解   LC80  淡締  

（CÅS番号）   
構  造  式  整理番号  分解度（％）  判定  mg／L  濃緑倍率  判定  

●（K一番号）  く年〉   （年）   

〔（2⊥メチルフエノキ  
標準（4哨2008年実施  

3－0574  
シ）メチル】オキシラン  

…】岬▽Hヱ Hコ  
（K－1827）  

分配係数から類推  

く2Zl（）一7g－9）   

HPLC91，91，90（90）  

標準（4W）1982年実施  

BOD18，33，20（24）  鍵留  
′rOC．19，35，20く25）  （198カ  

フ王ニ′じグリシジル  
3－0559  

11PLC93，94，92く93）  

コ＝－一テル  

（122－60－1）   ぞヨー0」cHrC豆H2  くⅩ－661）  

逆転（4W）1982年実施  

BOD由一33．・62（51）  良ク湘生  

TqC66．18．68（51）  （1982）   

HPLC98．97；98（97）  

標準く4W）1986年実施  

BODO－0，0（0）  
クーざ（，C－プチル  
フュエルグッシジル  

TOCO，0，0（0）  柵  

き：昏0‾CH2rC軍叛  3－0575 （Ⅹ－795）  GC77，78，77（77）   雛分解性 （1986）  3．56●之  エーテル 
変化物から嬢推  ではない  

く67557－76－○）   

（1986）   

1986年実施  

フュエルー2．3－ジ  1g86年実施   1区（200pg／L）：4．7～臥5  
2．71  40，2    2区（20／L）・く17～68   ではない   クーβ‘，亡－プチル    t  叫C⊥cH2一言：昏0－CH鷲菅  （フラスコ振とう掛   

（48hr） 
（1g86）   

卜）  脂質含有率■4．2％  

＊1分解度の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。・ ＊21くowwinvl．67による計算値。  

6   



整理番号 K－1828  （4－0580）  分 解 度 試 験  分 解 虚 言式 験  分 解 度 試 験   

1伊インデン  事業対象年度  平成19年度    契 ■約  年  月  日  契 約  年  月  日   

（95－13－6）  拭験期間  19．10．23～20．．2．6    試験期間  ～  試験期間  

法談装置  横・㊥  ‡式験装定  礎・押  拭験装置  標・挿   

構通式（示性式）・物理化学的性状  
遊   ≡習■■■駅員■■■瞳  試  験  濃  度  試  験  洩  度  

；l、  
披験物質 100叩／L  被験物質  mg／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  30・叩／L  汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L 

本試験期間  4 週間    本試験期間  週間    本試験期間  週間  

分子式C9H8 分子量116．16  間  間  間  

純 度■Ⅰ96．2％（GC）   試  拭  試  

不純物り（物質名，含有率）  溶解度（対水，その他）  験 結  験  験  

残り3二8別ま不明  対水  呆  結 果  
結 果  

対酢酸エチル 10g／L以上  

対アセトニトリル10g／L以上 
接   授  後  

1－オクタノール／水分配係数  
第 77 回  審査部会  第  回  審査部会  第  回   

logP叩＝3了02  
融 点  －8．1℃  （フラスコ損とう法）   20年 7月25日開催  年  月  日開催  年 月  日開催   

節 点 1粥．7℃   加水分解性   判 定  判 定  判 定   

蒸気圧  2．Z9×102Pa（25℃）  備考  備一 考  備 考   

密 度り 0．993g／血（20℃）   解離定数   
1．回収率  
（水＋被験物質）系94．0％  

LD∽   
（汚泥＋被穀物賀）系94．5％  

IRチャートの有無 ㊨・無   2．実施機関  
・財団法人化学物質評価研究機梢  

用 途   
3．特記事項  

生産量－2（′16年） 未公表   ・分解皮の平均値が負の備に算出  
されたため、0と表記した。  

試 料  購入先 和光純薬工業   
・披験物質は揮発性物質であるた  

経済産業公報発表年月日  年  月  め、TOC分析は実施しなかった。                                                    日   

り 和光純薬工業添付資料による。 12 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。  
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漁緯度試験  事業対象年度  平成19年度  護縮虔試験  毒 性 試 験   

試験期間  19． 8．14 ～19． 8．27            拭験期間  ～・  年 月 日   
依  

試験装置標・揮c50値  Ⅶg／L（h再魚種（  試験壊置標・揮LC5。値  扉L（hr）摘（ ）   

水槽設定濃度（）  水槽設定沸度（ ）  
頼  

分 散■ 剤  分 散 剤  
被験物質  被験物質  経過  

第l浪度区  第1過度区  

第2濃度区  第2濃度区  

第3浪度区  第3壌度区  

浪縮倍率  莞魚種く）            濃縮倍率  脂鮒有率農学霊′ 莞魚種＝  

日後    日後  日後   ．日後   8後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（．）  ／  
第  
水槽濃度（）  

第 1  口  

水御座（／  
療  
水槽濃度（）  

第 田  田  

水増血（）  
第  
水槽濃度（）  

第 田  田  

審査部会 第7 回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考   備 考   

分配係数から猿推  

操旛機剛財団法人化学物質評価研究機梢  
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K－1828の類似物質表  

化合，物名  
官報公示  分解   LC60  地縮  

構  造  式  整理番号  分解度（％）  判足  mg／L  狼縮倍率  判定  
（CAS番号）  

（K一番号）  （年）   
（年）   

4－0580  
標準（珊）2008年寒地  2do7年実施  

】〟－インヂン  

（95－13－0〉   

BOロー6，一6，－4（0）－J  3．02  分配係数から頒稚  

；＋十  （R－1828）    HPしCO∫1，1（1）  （フラスコ礪とう樹  

1998年実地  

38．4，7．7a－テトラヒ   

； ＼   
標準（4W）1996年実施   

批鍋I肘ミ   
1997年実施－   1区（100膵ハ．）：102～285  

4－0581  
ドロー1什インチン  ．・0・．0，0（0）  

（K－832）   GC  
〉26．0  

（3048－65－5）  2．0，3・（2）   （1996）   3．83 （フラスコ振とう泣）   （48hr）   
・く1998）   

通常食有率3，6％  

標準（2W）1977年実施  
保留  

80DO，0（0）  
（1977）   

1979年爽施  

．…1；   
GCO，・0く0）  1区く150いg几）：37～168  

ナフクレン  4－0311  
8．17●；   

9．0  

（91－20－3）  （48hr）  
2区（■15llg／L）：23～146  

（K－58）  
逆疇（4W〉1977年実地  

（1979）  

錐分和独  

BODO，7■（3） （1982）   

脂質含有率－   

GCO，0（○）  

＊1分解皮の平均値が負の値に算出されたため、0と表記した。 ＊2 KowIYin vl，67による計算催。  
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整理番号 K－143B  （3－2024）  分 解 度 試 験  分 解 皮 革式 験 分 解 皮 試 験   

4－アミノー2－クロロトルエンー5－スルホン酸ナトリウム（662ト59－4）   事業対象年度 平成18年度  事業対義年度 平成  年度  契 約  年 月  日  

試険期間 18．12．26～19．5．17    試験期間  ～  試験期間  ～  

缶嘩装置   ㊥・揮  試験装置  標 ∴ 搾  言式教生直  積・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   
試  験’洩  度  拭 験 洩 試 験  浪  度 

破顔物質 100mg／L  破顔物質  n〆L  被験物質  mg／L  
汚  泥  30皿g／L  汚  泥  皿g／L  汚  泥  mg几  

Cl h2Nもメト血3  
本試験期間  4 週間    本試験期間  週間  本試験期間  週間  

間  間  間  

接   接  按  

Na03S  試  就  拭  

験 結  
験  験  

果  結  
結  

分子式C7H7CINNa03S 
果  果  

分子量243．・65  按   接  捷  

純 度  99．9％   外 観  白色結晶牲粉末  

不純物（物質名，含有率）   溶解度（対水，その他）  
対水 〉100mg／L   

審査部会  第 68 回  幸査部会  第  回  審査部会  第  回  

19年10月26日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点  判 定  判 定  判 定   

沸 点  －   1－オククノール／水分配備数  傭 備 考  備 考   

密 
1，回収率  ＼   

（汚泥＋被放物質）系100％  

LD50   安定性   
2．実施機関  

チャートの有無㊤・無   
株式会社三菱化学安全料学研究所  

用 途＊1添加剤（塗料、顔料）   

生産量■1（16年）製造及び輸入100～1，000t未満   

拭 料  和光純薬工業株式会社   

経済産業公報発表年月日  
月   日 

★1 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。  
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漁精度試験  浪縮塵紙験  毒 性 吉武 験   

試験期間  19．12．20～20．3．19  試験期間  ～  
年 月 日   

依  
試験装置㊥・揮卜c50値〉100耶几凋6hr）魚睡化メダカl            試験紙梼・押IIC50■値  mg／L（hr）魚   

水槽設定漉度（pg／L）  水槽設定洩度（ ）  
頼   

分 散 剤  分 散 剤  
披験物質  披験物質  鹿過  

第l洩度区  第1濃度区  

第2繊度区  第2濃度区  

第3浪度区  第3濃度区  

締倍率 脂質含有率畏苧豊苧：吉莞魚種（コイ）            腺縮倍率  脂質含有率  諾魚種（）  

4日後   7日後  14日後   21日後   2呂日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（pg几）   四   204  205   四   四   
第  
水槽濃度（）  

第  
く3  

口  
く3  

く3   く3  

〈3   く3  

〈3  

口  
〈3  〈3  

水槽濃度（pg／L）   20．8   20．6  20．7   20．3   20．2   水槽濃度（）  
第  第  

田  
田  

く24   〈24  く24   〈24   ．く24  
倍  率  

水槽濃度（）  水措韻度（）  

第  第  

田  田  

審査部会 簾77回 20年7月25日開催  審査部会 第  回   年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

【定常状態における濃縮倍判第1濃度区く3倍   

第2濃度区く24倍  

掴収判 〔定量下限濃度］  

試験水99．3％ 試験水第1濃度区5膵几   
第2漢度区0．5リg／L  

供試魚89．7％ 供試魚 430ng／g  
撲施機関］株式会社三菱化学安全科学研究所  

11．   



整理番号 K－1201C  （3－0078）  分 解 度 就 験  分 解 虔 拭 戯  分 解 皮 試 験   

2，トジクロロトルエン ●（19398－81－9）  事業対象年度 平成■18年度  事業対象年度 平成  年度  契 約   年 月  日  

試験期間  19，l．17～19．5．17    試験期間  －  試験期間  

試験装置  Closedbottle  試験装置  壌・ 揮  試験壊眉  ‾ 標 ・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状  
試  験  濃  度  試  験  浪  度  試  験  浪  度  

被験物質 4．17皿〟L  
被験物質  叩／L  被験物質  mg／L  

汚  泥  50〟L／L  
汚  泥  mg／L  汚  泥  mg／L  

Cl も彦CH3 
本試験期間  4 週間    本吉式験期間  週間  本試験期間  週間  

間  間  間  

拭  吉式  試  
凌  

Cl  験   験  験  

結 果  
結 果  

結  

分子式C7H6Cla 分子量161・p3  果  

体‖  
接   接  接  

純度 （。C｝・2   外観  

不純物（物質名，含有率）  溶解度（射水，その他）  

2．4－ジクロロトルエン：9．9％●】  審査部会  第 68 回  審査部会  第  回  審査部金  策  回   

2．6－ジクロロトルエン：－2．5％1】  
対水105m〟L一之－3  

2．3－ジクロロトルエン：1．2％●1  
19年10月26日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

敵 点  4－5℃り  判 定  判 定  判 定   

町1   
沸点－石   1－オクタノ．－ル／水分酷係数  備考 備 考 備 考   

密 度   
1．回収率  

（水＋被験物質）系103％  

LD50   安定性   （汚泥＋被放物質）系g9％ 

iヤートの有無㊦・無   
2．夷施機関  

株式会社三菱化学安全料学研究所  

用 途   

生産量（年）   

試料  

経済産巣公報発表年月日  月  日   

り分解度試験サンプル，‡2浪緯度試験サンプル，‡3株式会社三菱化学安全料学研究所測定値  
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濃縮度試験  洩縮度拭験  毒 性 試 験   

拭験期間  19．12．7～20．3．13  試験期間  ～  

部位別試験（濃縮倍率）  

第1繊度区  
年 月 日   

外皮 760  
俵  

試験装置標・㊥巨c5柑2・7耶几（96hH魚種（ヒメダカ）            拭験装置標・揮IIC50値  mg／い hr）魚   
頭那1150  

水槽設定濃度 山釘L）  水槽設定洩度（ ）  内臓2370  
類  

分 散 剤  分 散 剤  
可食部703  

披験物質  被験物質  
第2濃度区  経過  

ノール  
外皮 751  

第＝嵐匪区  25008  第王漉度区  
頭部i柑0  
内臓2830  

第2濃度区  第2浪度区  
可食部岳】9  

第3濃度区  第3浪度区  排泄試験（半減期）  

損縮倍率  
第1漢度区1．0日  

脂質含有率：完魚種（コイ）            線種倍率  脂質含有率一望苧霊  魚種（）  第2濃度区1．0日  

7日後   13日後  28日後   32日後   39日後      日後   日後  日後   日後   日後   
水槽濃度（リg／L）   19．3   19．2  19．6   19．7   19．6   

第  
水槽濃度（）  

第  

口                   1                   倍  率   1330   1050  1210   1310   1220  
倍  率  

水格濃度（pg／L）   1．94   1．91  1．93   l．94   1，93   
第  第  

水槽濃度（）  

田                   田                   倍  率   1150   1090  1330   1220   1070  
倍  率  

第  
水槽濃度（）  

第  
水槽濃度（）  

田  田  

審査部会 第 77 回 20年7月25日開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

掟常状態における漁掛吉事】第1浪庶区1190倍   

第2漬度区1160倍  

掴収串】 ［定量下限濃度】  

試験水100％ 試験水第1濃度区1リg几  

（夷施せ罰 第2濃度区0．1pg几  

供拭魚91．3％ 供試魚 38ng／g  
［実施機関］株式会社三菱化学安全科学研究所  
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K－1201C類似物貿表  

官報公示  
化合物名  

牟解   偵袖  

構  造  式・   並理事号  分解，度く％）  判定  叫／L  

（C∧S番号）  
浪縮倍率  判定  

（K一番号）  
（年）   

（年）   

破準（4W）  
2．4－ジクロロ  

も0【io  難分解性  
1区（2叫〟L）：806～858  

ト′レエン  3－78    GC 
O  （1995）  4．03 （48hr）   2区（2囲／L）；639～939  

（95－73－8）   。．1；。Ⅰ  脂質含有率4．4％   

1； 2．・・6－ジクPロ   標準（41－）   
1区（2叫〟L）：37g～567  低批   

トルエン  3－78  
難分解性  6 57  

。－  GC O   
（1996）  （48hr）   

（118－69－4）   。．  

脂質含有率’3．9路   

14   



整理番号 K－1201D  （3－0078）  分 解 度 拭 験  分 解 皮 青式 験  分 解 度 拭 験   

3．4－ジタロロトルエン（95－75－0卜  事業対象年度 平成18年皮  事業対象年度 平成  年度  契 約  年 月  日  

試験期間  19．1．17～．19．5．17    試験期間  試験期間  ～  

試験装置  Closed■bottle  試験法直  様 ・挿  拭験装置  接‘・癖   

構造式（示性式卜物理化学的性状 薗■■■．闇■■『月■■鮎一  試  験  浪  度  試  験  場  度  

被験物質 4．17由几  
被験物質  口〆L  被験物質  mg／L  

汚  泥  50〟L／L  
汚  泥  ng／L  汚  泥  mg／L  

C－も〆ザH3 Cl  本試験期間  4 週間    本試験期間  週間  本吉式験期間  週間  

間  間  間  

試  
接   

拭  試  

験   
験  験  

結 果  
結  結  

分子式C7H6C12 分子量ユ61．03  果  果  

●・   

接   接  接  

・…  ■・   
外 観  無色透明液体  

不純物（物質名，含有率ト   溶解度（対水，その他）  審査部会  第 68 回  審査部全   回  審査部会  第  回  

対水粥mg／L朋  19年10月26日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   

融 点  判 定  判 定  判 定   

沸 点  205℃   1－オクタノール／水分配係数  備考  備 考  備 考   

1．回収率  
密 度   （水＋被験物質）系′100％  

LD50   安定性  （汚泥＋被験物質）系103％  

2．実施機関  

チャートの有無（奉・無   株式会社三菱化学安全料学研究所  

用 途   

生産量（年）   

試 料  東京化成工業株式会社   

経済産業公報発表年月日  月  日   

li分解度試験サンプル，lZ淵縮度試験サンプル，‡3株式会社三菱化学安全料学研究所測定値  
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洩精度試験  淡縮度試験  毒 性 試 験   

試験期間  19．12．17一之O．3．18  試験期間  ～  

部位別試験（洩緒倍率）  

第l濾度区  
年 月 日   

外皮 ＆17  
依  

紅験装置標・㊥lLC50値2・餌〆いg6hr鳩種化メダカ）            読験細棲・挿巨c50値  mg／L（hr）魚種   

水槽投定淵度（pg／L）  
頭部 938  

水槽設定澹度（ ）  内臓2700  
頼  

分 散 剤  分 散 剤  
可食部607  

被験物質  禎放物質  
第Z濃度区  経過  
外皮1150  

第1濃度区  25000  第1濃度区  
頭部1040  
内臓2770  

第2渡度区  25000  第2濃度区  可食部777 

第3濃度区  第3浪虔区  排泄試験（半減期）  

縮倍率  脂質含有率：魚種（コイ）            締倍率  
第】洩度区0．7日 

脂質含有率買学芸  莞鯛＝  第2浪皮区0．g日  

7日後   17日後  28日後   35日後   39日後      日後   日後  日後   日後   日後   

水槽濃度（pg／L）   19．0   18．8  柑． 
第  第  

水師摘＝ ）一  

】  

水槽濃度（pg几）   1．99－   1．88  1．84   ・l．84   l．85   
第  第  

水槽濃度（）  

田                   田                   倍  率   田   四  853   四   1010  
倍  率  

水槽濃度（）  水挿濃度（）  
第  第  

田  田  

審査部会 第77回■20年7月25日開催  審査部会 第  回   年   月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

【定常状尉こおける濃緒惜判・第1濃度区1100倍   

第2濃度区866倍  

【回収刺 【定量下限濃劇  
試験水100％ 試験水第1濃度区Ipg／L  

侠施せず） 窮2洩度区0．1リg／L  

供試魚88．7％ 供拭魚 47¶g／g  

〔実態機関】株式会社三菱化学安全科学研究所  
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K－1201Dの類似物貿表  

官報公示  
化合●物名  柵   分解   LC60  横棒  

（CAS番号）．  
造  式  生理番号  分僻度（％）  判定  mg／L  浪絹倍率  判定  

（広一番号）  
（年）   

（年）   

標準（くⅣ）  

BOD O 純分個性  
3－78  

GCb  （1995）  
4，由  
（48k）   （1995）   2．4－ジクロロ トルエン （9ト73－8）  。．1；。－  脂質含有率4．鴎   

．2，6－ジクロロ   横準（4W）   
難分解性  

トルコニン  
（1996）  

GC b  
5．57 （48hr）  1区（2D－g几）：379～667  丘浪縮  

（118－69－4）  。． 1；。，  3－78                     BOD O  
月旨質含有率3．9％   
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整理番号 K－1760  （NED0 335，3－0540）  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験  分 解 度 試 験   

2，6－ジーJe′ケープチルー4－ざeC－プチルフェノール 事業対儀年度  平成17年度    契・約  年 契 約  年．月  日   

（17540－75－9）  試験朋間  17．8．8～18．2∴14    試験期間  試敦期間  ～  

試験装置  ㊥・押  試験装直  接・ 挿  試験装置  棲・揮   

構造式（示性式）・物理化学的性状   
試  験  濃  度  試  験  頭  皮  試  験  濃  度  

被験物質 100mg／L  被験物質  口帽／L  被験物質   」帽／ち  

汚  泥  30叩／L  汚  泥  ng／L  汚  泥  mg／L  

dH 甲｝・？H3  
卒拭験期間  4 週間    本拭験期間  週間    本試験期間  週間  

開  間  

／Cq 
H3CcH2CH3  試  試  拭  

捷  

験 結  
験  

直  結  

分子式C18H300 分子量262．43  果  果   
結 呆  

痩   接  接  
純 度1196．4％   外 観り 白色固体  

不純物■1（物質名，含有率）  溶解度（射水，その他）  

対水547膵／いフラスコ法、25℃）  
審査部会  第 56 回  審査部金  策  回  審査部会  第  回・  

残り3．8％厄不明  
対テトラヒドロフラン10g几以上  18年・7月21日開催  年  月  日開催  年  月  日開催   
対アセトニトリル10g／L以上  

融 点＊2 25℃  対クロロホルム 10g／L以上●                                                      判 定  難分解性  判 定  判一 定   

沸 点－2 1－オクタノール／水分配係数  備 考  備 考  

10gKow＝6．43■3   
1．回収率 

・被験物質残留率（％）  

密 度＊2 0．902扉cm3（25℃）   

安定性   （汚泥＋被験物質）系95．・8％水系90 （水＋被験物質）系95．1％＼試験液ソーダライム合計 090   
LD50  汚泥系88 O 8g  

IRチャートあ有無．㊨・無   2．実施機関 ：星89 1 
90  

・財団法人化学物質評価研究機精 一3畠9 O ＆9  

用 途   ・被験物質は一部変化し、不明変  

生産量く 年） 
3．特記事項  化物を生成して残留する。また、  
・分解度の平均値が負の億に算出被験物質の一部はソーダライム  
されたた吟、0と表記した。 に吸着した。  

試 料  購入先 AldrichChe皿ical   

経済産業公報発表年月日  年  月  日   

＋1AldrichChetniLcal添付黄料によるi 12 SigmaTlldrichMateri且1SaIetyDataSheets（VersioTLl．2）による。 I3 Ko耶inYl．6．         7による計算値．   
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浪縮度試験  事業対象年度 平成19年度  浪時庭試験  年   月  日            部位別試験（浪縮倍率）  毒 性 貢式 鹸   

試験期間  19．12．21～ 20． 3．31            試験期間  第1濃度区  年 月 日   
外皮2800軋21000  俵  

拭験装置標・㊥tLC50値3・64皿g／L（96hr）魚種（ヒメダカ）            試験装置恥挿卜c5沌  耶／L（br）鯛（ ）   頸部40DOO，38000  

水槽設定濃度（耶／L）  水槽設定捜度（ ）  
内臓84000，8gOOD  頼  
可食部●19000，18000  

分 散 剤  分 散 剤  第2強度区  

披験物質  〝ルジメチル  被験物質  外皮31000．30000  経過  

HCO－40     ホルムアミド  頭部■46000．45000  

第1濃度区  20000  第1濃度区 
内臓tlOOOO，100000  
可食部21000，16000  

第2洩度区  20000  第2濾度区  
排泄試験（半減期）  

第3濃度区  第3過度区  第ユ膿皮区17日  

浪枯倍率  脂質含有率畏学芸ま：去霊芝魚種（コイ）            浪縮倍率  脂鮒有率  莞魚種（）  
第2濾度区15日  

13日後   26日後  39日後   49日後   60日後  日後   日後  日後   日後   日後   

水槽温度（囲／L】   ＆．92   8．66  8．39   8．63   8．63   水槽濃度（）  
第  

口                  第 口                   倍  率   14000   22000  26000   31000   35000   倍  率                   15DOO   22000  27000   32000   38000  

水槽濃度（ドg／L）   0．882・   d．865  0．824   0．864   0．878   水槽濃度（）  
第  

田                   田                   倍  率   16000   24000  Z6000   33000   37000   倍  率                   14000   22000  29000   83000   40DOO  

水槽濃度（）  
第  
水槽濃度（■）  

第  

田  田  

審査部会 第 77 回 20年  7月 25日 開催  審査部会 第  回  年  月  日 開催   

判定結果  判定結果   

備考  備 考   

【定常状掛こおける濃縮倍率］第1浪度区32000倍   

第2濃度区33000借 

［回収率］ 【定量下限漁劇  
試験水 83．5％試験水第1浪度区0．73囲／L   

第2濃度区0，07毎g／L  

供試魚 82．4％供試魚 530ng／g  
撰施機剛財団法人化学物質評価研究機柄  
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K－1760の類似物質表  

化合物名  
官報公示  分解   LC68  洪縮  

（CAS番号）   
構  造  式  整理番号  分解度（％）  判定  mg／L  洩櫛倍率  判定  

（K一番号）  
（年）   

（年）   

1995年実施  
6－‘ど′トプチルー   
キJレーレ   4，3，5（4）  

（19g5）   4．08   （48hr）  2区（2p〆L）：58～263  
3－0540  標準（4W）1995年実施   部分解性  1995年実施  6．68   ユ区（20p〟L）；107～213  高浪舶性 ではない   

（18了9－09－○）  
（K－12加）    GC  

O，4．0（l）  （199幻   

HIC一室：；111C叫  H】  舶質含有率5．9％  

標準（2W）1975年実施  
BOD 0．0（0）  Ⅰ．．1976年実施  

GC lO，21（16）  （1g75）   
5．9  

UV（2抽b）11，30（20）   （48hr）  

2，6－ジーr∂j・亡－プ  3－05如  
逆転（4W）1977年実施  再吠敬  

BOD22，34（28）  指示  
舶質含有率－   

チルー〟－クレゾール  9－1805  
GC47，68（58）  （1977）  

5．03り  
（128－37－D）   

（K－80）  
Ⅱ．1979年実施  叩歪…‡Hユ lll．  1978年実施  

物 批分創独  5．0  
ニ；√鱒  

（1978）   

（48hr）  

BOD 5，4（5）  
CC 5，0（3）  月旨質含有率．－   

標準（4W）1989年実施  

2，8－ジーf8りrf－  80DO，8，0（0）  1990年実施  

プチルー4－エチル   

く山031）  一部ソーダフィムに吸着した   （1g89）  〉3．27   （48hr）  2 、1揮L；930～4870   
3－0540   

フェノール  

（41aO－42－1）   （参考データ，ソーダライムなし） 
（1990）  

H：C－…；；D”t…慧叫  肝LCl，2・（2）  
月旨常食有率 3．7％   

2卜4，6－トリー  1－1C一 
19白2年実施  

‘8√J－プチルフェ   3－0540  棲準く4W）1981年実施．  彫油寧性  1982年実施  128   1区（10囲／u：4830～16000  高地粘性   
ノール  

（K－556）  
0，0，0（0）   

（1981〉   6，06   （48hr）■  2区（加〟：4320～23200  （1g82）   
（732一之6－3）   1，g．弓（6）  

舶質含有率 4．5％   
室；；ll昏はユ  

2．6－ジー亡ぞr－－  BOD－1，－1，－1（D）＊2  定常状態における淵編倍率  

プチルー4－ぶ（，¢－   3．64   

プチルアユノール  （98hr）   
2区く1Jg／L）：33000  

（1丁540－75－9）   11J」…：；指叫  3－0540  標準（4哨2005年実施  刺分解性  ■6，43＊1  吸窮した卜   
臓含締盟…農  
2008年実施  

＊1Kowwin vl．67による計算値。  ＊2 分解度の平均値が負の備に算出されたため＼0と表記した．  

∵＋鞘冗   




